
平
城
宮
木
簡
の
重
要
文
化
財
指
定

二
〇
〇
三
年
五
月
、
平
城
宮
大
膳
職
推
定
地
跡
出
土
木
簡
が
、
出
土
文
字
資

料
と
し
て
初
め
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

今
回
指
定
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
六

一
年
の
第
五
次
調
査
で
土
坑
Ｓ
Ｋ
二

一
九

か
ら
出
土
し
た
木
簡
と
、　
一
九
六
二
年
の
第
七
次
調
査
で
Ｓ
Ｅ
三

一
一
か
ら
出

土
し
た
木
簡
計
三
九
点
で
あ
る
。
前
者
は
平
城
宮
第

一
号
木
簡
、
い
わ
ゆ
る

「寺
請
木
簡
」
に
代
表
さ
れ
る

一
群
で
、
同
じ
遺
構
か
ら
出
土
し
た
削
居
も
含

め
た

一
括
指
定
で
あ
る
点
、
ま
た
大
膳
職
推
定
地
と
い
う

一
つ
の
官
衛
内
の
木

簡
の
一
括
指
定
と
い
う
点
に
も
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

今
回
指
定
さ
れ
た
木
簡
群
は
、
木
簡
が
日
本
古
代
に
お
い
て
広
く
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
解
明
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
木
簡
研
究
の
原

点
と
い
っ
て
も
よ
い
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
本
簡
の
考
古
資
料
と
し
て
の
有
効

性
―
遺
物
の
編
年
の
定
点
と
し
て
、
ま
た
遺
跡

・
遺
構
の
性
格
を
特
定
す
る
素

材
と
し
て
―
を
明
示
し
た
資
料
と
し
て
、
平
城
宮
研
究
の
原
点
と
も
い
え
る
。

二
〇
万
点
以
上
に
及
ぶ
全
国
出
土
木
簡
か
ら
い
え
ば
、
今
回
の
指
定
は
ご
く
僅

か
で
あ
る
が
、
出
土
文
字
資
料
の
学
問
的
価
値
が
公
に
認
め
ら
れ
た
、
価
値
の

あ
る
第

一
歩
と
い
え
よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（渡
辺
晃
宏
）
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